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1　はじめに

　今日，産業・経済社会は犬きな変革期を迎えており，この社会の変革は，業

際化・融業化，あるいは小規模分散システム化など新たな産業連関や機能分担

関係をもつ産業構造の出現によって示されている．これらの要因の多くは，社

会全体にわたる情報ネヅトワーク化やサーピス化であり，それを具体化する技

術革新，そして新たな商品やサービスを生むニューテクノロジーの開発，さら

に既存のビジネス分野を拡大しその展開内容を大きく変化・深化させる国際化

の進展等々，．であることは紛れもない事であろう．

　そして表裏のごとくに，産業・経済社会の変革に対応して，消費生活におい

ても変貌が始まっている．現代の生活者の価値観や奥底の心のありよう，憧れ

の対象などの変化により“消費”そのものの意味が変わりつつあり，これが新

たな消費現象となって確かなうねりを見せ始めている．新たな生活行動が生ま　　　・

れ静かに浸透しだしていると思われる．

　たとえぱ，その新たな消費とは，余暇時間の増大等に対応させた新しい遊・

楽・便利性等のコンセプト型商品・サービス等，情報ネットワーク・技術革新

等の成果に支えられた情報機器やインテリジェント型機能商品1新サービス等，

これらの商品やサービスを現代の生活者が日常生活の中に効果的に取り込むこ
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　　　　とで実現している．また，生活者の自主的活動を支えるさまざまなネヅトワー

・　　キングの拡犬や文化・芸術性，生活・自然環境への新たな生活意識の覚醒等も

　　　広く影響を与えてきている．このよ’うに生活者の活動も変化し，彼らのよりア

．　　メニティーの高い生活を維持するための主体的なアプローチの幅も広がり，そ

　　　　の動きは確実な方向となって展開しだしている．

　　　　　このような消費現象の本質は一体何であると考えれぱよいのか．それは，生

　　　活者が様々な視点から，あるいは本質的な興味に立ち戻って多面的な個人の生

　　　活行動を展開することにより，彼らが広くr社会との関わりを求め始めた」こ

　　　　とに他ならないとわれわれは考えている．たとえぱ，これを市場経済活動との

　　　関係からみれぱ，生活者は自分の生活をより満足させるために，従来のような

　　　消費段階だけへの関わりを越えて，広く生産・流通・消費活動に渡る多面的な

　　　段階への積極的な「関わり」を求め始めたと考えられる．つまり，これまでの

　　　意識や価値観に支えられた活動や生活の範囲を越え，より広い視野で「多様な

　　　他」との関係を考えながら，人は新たに触発され，始動しつつある．そこでは

　　　次第に従来の枠や垣根が変化し始めていると考えられる．

　　　　この新たな意味をもつ彼らのr社会との関わり」方を，われわれは次の二つ

　　　の行動特性によって説明できると考えている．

　　　　一つは，r自己意識の鮮明化」である．それは多面的な情報をいかにキャヅ

　　　チし選別し，それに基づき自己の意識で行動・活動し，さらに自己を創造して

　　　いくのかであり・自已充実活動・創造活動への関わりの方向として位置づけ，

　　　ここではr個性化」の方向と呼ぶこと；こする．そして二つには，rコミュニケ

　　　ーションする」ことである・生活意識，行動・活動を他と共に育み，交流する

・　　こと・それが，大きく心のよりどころとなり，いっそうの充実感を彼らにもた

　　　らす・人と人・自然・環境とのコミュニケーシ冒ンが重要となる．これを新た

　　　な“社交”の始まりと捉え，ここではr社交化」の方向と呼ぽう．

　　　　現代の生活者は，今後いっそう，消費対象や市場経済活動さらには社会金体

　　　へのr稜極的かつ自主的な関わり」を通して，つまり，生活者の先に挙げた二

　　　っの行動特性（r個性化」とr社交化」）により活動を行っていく．そこでわれ
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（102） 一橋論叢　第1C4巻　第5号

われはこの二つの生活者の行動特性を一つに統合した概念として，ここにr自

己参画」性を提示し，議論を行うことにする．われわれの提示する「自己参　　　．

画」性とは，r対象への自己の積極的かつ自主的な関わり」を意味する．

　このような新たなr関わり」の時代に遭遇している現在，この確実に裕かな　　　．

ライフスタイルを享受し創造することを望む生活行動に対応できる，新たな

「自己参画」型商品開発が必要であることを強く認識すべきと考える．注目すぺ

きこれらの新たな生活者行動に対応し，さらにこの生活行動を企業一生活者間

で共に創造するためには，r自己参画」牲に注目する新しい発想にたつ商品・サ

ービスビジネスの開発戦略が当然必要となる．すなわち社会全体の中でのr個」

としての生活者の参画をいかに手助けし，異体的にどう様に彼らの参画志向を

充実させられるかという観点に立つ「自己参画」型商品開発が消費社会金領域

の様々なレベノレで確立されることが求められているといっても過言ではない．

　本論では．われわれの考えている生産と消費の接点としてのr自己参画」型

商品開発を舞唱するために，以下の章でわれわれの問題意識とr自己参画」性

理論の概念モデルを提示し，実際の商品・サービスのビジネス展開の分析を踏

まえながら具体的に論を進めることとする．

2　ソフト化社会のキーワードは「自己参画」性

　2－1．消費社会の変容

　われわれはこれまでにも，現在変容しつつある消費社会について論じてきて

いる一）．そこでここでは，さらに将来社会をも予想しながら消費社会の特徴を

大きく3つに分け，図表1に基づき簡単に論じておこう．

　a・「工業化社会」（モノ型社会）

　この社会は高度経済成長に支えられた消費社会であった．画一化された標準

的な商品を効率的に大量に生産・流通・消費させてきた時代であった．そこで

は，商品・サービスは消費シーンでのr苦労・困難さ・非効率」を少しでも改

善し，皆に同様の成果を与える機能・性能面での要素が商晶の質として最も重
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　図表1　消費社会の変容

　　　　　　干

⊂璽国　　　ソフ1化社会 　　　　　ホロニック社全

よ　※3

（103）

　　　　　　　　　　　　　　　「自己参画」性
　　　　　　　　　　　　　　　／灘

　串1モノ祉会は物財による機能満足（ハート’重視杜会；マス対応）

　｝2　］ト社会はトタルの生播満足（ソフト重祝社会；個対応）

串3書；灘驚鷲1綴幾弾瓢さとllと蝋
　　o）自然調和伺化社会（自然・本物・安全志向の高揚）

視され，「省カ化・簡便化・効率化」という労働軽減型の商品・サービスの市

場化が大きくクローズアヅプされていた・すべての生活者が等しく，単品とし

てのrモノ」型商品やサーピスによってある程度の生活の満足感（バフォーマ

ンス）を実感できた消費社会であった．

　1）。「ソフト化社会」（コト型社会）

　しかし，この消費の均一的な充足が満たされた「工業化社会」がおおよそ浸

透して来ると・次第に社会は経済的要因や産業・社会環境の変化を受けた新た

な特性を内争した社会へと変化してきた・それはrソフト化社会」と呼ぶにふ

さしい性格の消費社会と考えられる．

　先のrモノ型社会」の画一的な生活の仕方や考え，行動に適する商品やサー

ビスを大量に保有したり利用するだけでは，生活者は生活シーンでのパフォー

マンスの高度化を実感することがどうも困難になってきた．つまり，既にrモ

ノ」の量としての生活は成熟段階を迎え，人は多様な価値感をさらに顕在化さ

せ，自身の目を，頭を，そして心を自己の生活の中に傾倒し，それを通して自

らを創造していくこと・このことに興味を抱き始め心魅せられ始めたといえる．

　ソフト化社会では，生活者は商品の機能・性能の優秀さは前提としながらも，
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（104）　　　　　　　　　　一橋論叢　第104巻　第5号

そのrモノ」を持つことによってどのような豊かな生活，こだわりのある生活

を享受することができるのかに関心を寄せ，より多様な生活シーンにかない，　　　。

自身の生活において意味を持つ商品を求め，自分らしいrコト」を実現できる

ことが生活バフ才一マンスの高揚には大切なのだとはっきり意識しだした一

　すなわち，この杜会は，「モノ」を使用・利用するプロセスにいかに自己を

介在させて自分のしたいrコト」‘を実現できるかが，消費生活において重要な

評価基準となる社会，いうなれぱrコト型杜会」の到来と位置づけられる。

　このようなrコト」の実現においては，生活者には自分自身にフィヅトした

r道具・手段」の獲得が肝要となる．また，生産・販売・消費シーンにより多

面的にかつ能動的にいかに「自分を関わらせる」かによって，いっそう「コ

ト」の実現の意味も深化させることができる。そのために，この社会での商

品・サービスは，個人的こだわりを高めつつある生活者の生活シーンにどれだ

けフィヅト，できるのか，と同時に，生活者の能動的な行動や活動といったr関

わり」を引き出し，実感させられるかが重要となる、商品やサーピスに対する

生活者の評価がこの点でなされること，一このことに留意して企業は商品開発の

ポイントを明確化し，そのための具体的なコ〔夫を組み込まねぱならない・

　たとえぱ，現在，様々な技術革新の成果を駆使して新商品・サービスシステ

ムにエキスパティーズ（専門知識・技能）が組み込まれつつある・あるいは個

別にきめ細かい生活者視点の要求に対応できる各種のコーディネート・アドバ

イスビジネスというソフトピジネスが生まれ始めている．これらのことは，い

ずれも生活者へのフィヅト感の実現や能動的な生活者自身への関わりを高める

ことを強く意識した商品やサービスのケースとして指摘できる．

　C．rホロニヅク杜会」

　では，rソフト化社会」が進展していくその先には・どの様な消費社会が想定

できるのだろうか、漠然としたものではあるが，それは人がより多面的な関わ

．りを広げる中で，r他の人，事柄，環境」とさらに調和を深める社会ではない

かと考える．われわれはその消費社会を消費の質の本質的な問い直しがなされ
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　　　　いっそうの成熟を望む社会rホロニヅク社会」と呼ぴ，次の点を認識し想定し

．　　　　てし・る．

　　　　　その社会では，主として次の三つの側面がよ一り積極的に評価されると考える．

　　　　　1）．文化性や芸術性，精神的豊かさ重視の側面，

　　　　　2）人間性回復，人・社会・環境との調和の側面，・

　　　　　3）　自然志向・安全志向高揚の側面等々，　　　である．

　　　　人々がこれら三つの側面へ改めて強い関心を向け，広大な生活環境と人との

　　　　「関わり」が深化していく社会を想定している．たとえぱ，生活者の活動は，

　　　　すでに見ら枠始めている自然回帰思想やシィプルライフ志向等への共鳴にみら

　　　　れるような，「本来自然の持っている，ある、がままの魅力の再評価」という価

　　　　値観に今後いっそう大きく委ねられていくのではあるまいか、そして，それを

　　　　生活思想の基盤に据え，自分自身と他との関わり’を日常生活の中で積極的に意

　　　　識し・コミュニケートすることから，皆が様々なレベノレからのホロニヅク性

　　　　（調和性）をいっそう模索するようになろう．より多様でかつ多面的な自己参

　　　　画性の高い人生の意味が，様々な人間の活動領域で大きく評価され展開してい

　　　　くと認識している．

　　　　　次第に人間杜会の活動においてこれまでの不連続・区分け・際（キワ）とい

　　　　うものの存在が不鮮明となり，あるいは意味のないこととなるかもしれない．

　　　　そこに存在する「個」の意味は充分尊重されしかもその異質性を前提とした上

　　　　で，新たな別のr関わり」を通じ，それによってr際」のない連続的存在とし

　　　　て認識される生活環境が創造されていくと考える．そこでは，隔て分けること

　　　　の意味や価値観が次第に従来のも・のとは変化し，あるがままの人の存在を評価

、　　　し，寛く相互に関わりを育むことを尊重し創りだそうとする思想が意識され浸

　　　　透していこう．

　　　　　ささやかな存在ではあるが無隈のカを秘める人と，絶対的で偉大な存在では

　　　　あるが有隈である環境とが，ホロニヅクな生活を通して双方向にしかも有機的

　　　　に関わりだす社会の，そのようなイメージが浮遊してくる．
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（106） 一橋論叢第104巻第5号

　2－2．「自己参画」性の増犬するソフト化社会

　もとより，生活とは人の諸活動の総体であるが，その活動は大きく二つの活　　　・

動内蓉から成り立っているといえる．一つは，労働活動（仕事・家事労働等）

であり，二つには自己充実活動（趣味やス奔一ツ，創造的活動等）である・そ

もそも生活が変化していくことは，この二つの活動が，生活におけるその割合

や内容を変化させることと連動している．現在のソフト化社会では新たな生活

活動が生まれてきているといえよう．

　それでは，ソフト化社会の生活ではどの様な活動が展開していると考えられ

るのか，図表2に基づいて述ぺよう．

図義2　ソフト化社会の生活

経済のサーヒス化・情報化、産糞・社会の変化、技術革新

　　具俸性

鰍徽鰯機能幽麗
固」新Lい椴能型商品・サーピスの登場

21C

　　　　　　　　　　　　ム劾率性・簡便性
精榔性・文化性・芸術僅の日常化　　　　遺求型生活

精
神
嘩
文
化
寧

術
性

↓

e■。

麟螂靴スの蝪　噸塁品蝸神僅・文化・芸術
　　　　　　　　　　　　　　性付加型生活

「自

　己
　参

創遣活醐

’　　　　　　　　　　　、
’　　　　　　　　　　　、
C。精神性・文化・芸術、

　性創造型生活　　I
　　　　　　’、　　　　　　　　　　　’

｛自然回捌、螢術
宗敬、哲掌制
　描浸性

｛’o，、は、挺来の生活の質が商晶・サーヒスあるいは人閥活動によoて変化することを示す。）

　図表2は，r機能性重視型の生活」が一応人々に等しく達成されたその後，

一つにはA．「効率性・簡便性追求の生活」，そして二つにはB。「精神性・文

化・芸術性を日常に取り込んだ生活」，さらに三つにはこれがもっと進化して

自己充実・創造活璽カの高まるC、「精神性・文化・芸術性を創造する生活」が

進展することを示してある．左上から右下の方向へと，糟神性や文化性・芸術
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「自己参画」型商品開発の提唱 （107）

　　　　性の内容やレベノレが次第に抽象化し，併せて生活者の能動的な生活活動も拡犬

・　　　していくことが示され，さらに，それに適した新たな商品やサービス・ビジネ

　　　　スの登場が予想されている．

　　　　　一般に，社会全体が経済のサーピス化・情報化等によりそれまでのストヅク

　　　　型社会からフロー型杜会へと変化している中では，人の労働活動にも犬きな影

　　　　響が現れることは自明のことである．他の商晶やサービスによって労働が軽滅

　　　　されたり，あるいは労働活動にも自己充実性が追求されその労働の意味が変質

　　　　したり，また生活のレジャー化や生活者の教養・知性の享受等への志向の高ま

　　　　りにより，自己充実活動そのものが変化することになる．しかもそこで重要な

　　　　ことは，精神性や文化性・芸術性が生活活動の変化・変質の際に新たな役割を

　　　　果たし，それがさらに人にとって意味の深い生活創造へとつながっていくこと

　　　　である．

　　　　　今日一方で，文化性・芸術性そのものも生活の中で確かに拡大してきており，

　　　　次第にそれが日常化しつつある．他方，文化性・芸術性の専門化・総合化の助

　　　　きもまた起こっている．この専門化・総合化の動きは，新たな高質な精神性や

　　　　文化性・芸術性を追求する人の活動やそれに伴うビジネスの具体化を顕在化す

　　　　る方向である・たとえぱ，総含芸術スペースとしてオープンしたr水戸芸術館」

　　　　やシェrクスビァ劇を主に上演する「東京グローブ座」の出現，各地で展開し

　　　　ているコンセプトのある街づくりなどは，いずれも文化・芸術性が生活と密接

　　　　に関わりを持ち始めたことを物語っていよう．

　　　　　いいかえればこれらは，あまねくr芸術の環境化」がはじまっている現象と

　　　　われわれは捉えている．かつては・文化・芸術性とは，飾って遠くからその

・　　　r威カ」を跳める，あるいはステイタスな生活を演出・満喫する際のrブラン

　　　　ド」性の発露として利用される傾向が大きかった．がしかし，今日では文化・

　　　　芸術性は。次第にそれまでの飾って奉るものとしての存在ではなくなってきて

　　　　いる・日常の生活具として，生活の色合いを豊かにし広く安らぎを育むために，

　　　　また，異質なものの間での格好なコミュニケーション・インターフェイスとし

　　　　ての機能を発揮するために，さらには，人の喜びをより自然で高質なものへと
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（108）　　　　　　　一橋論叢第104巻第5号

発展させるために，文化・芸術性はわれわれと新たな関わりを結ぴ始めている

といえる・その方向は，一方では日常化の方向に，そして他方で新たなより高　　　’

い専門化・総合化の方向へと進み始めている．その意味で大きくr芸術の環境

化」が，生活全般の潤いを生みだすカを秘め人々の心を強く捉え始めたと考え　　　．

られよう．

　生活者は，「機能性重視型生活」と「文化性・芸術性重視型生活」を多面的

に使い分け，自己の生活を有機的に創造しようとしている．しかし決して，

「機能性重視型生活」と「文化性・芸術性重視型生活」とが，生活者にとって

トレードオフの関係ではないことも強調しておこう．つまり，これら二つの生

活は生活者のライフスタイノレに応じて重層的に組み合わされるものである．な

かには，新たな技術進歩が高度な機能型の商品を実現させ，それが精神性や文

化性・芸術性を生活の中に具体化するきっかけにもなることも多いのだから．

　このように人々の生活行動は次第に自己充実活動・創造活動のウエイトを高

め1創造性を深めつつr自己参画」の度合を高めていく．r自己参画」型の自

己創造活動や人との交流・コミュニケーシ冒ン活動の進展によって，いっそう

生活パフォーマンスの充実を深めることが可能となる．われわれは，このよう

な生産・消費対象への積極的な関わり活動の意味を持つ「自己参画」性が現在

のソフト化社会を成熟させるための重要なキーワードであると考え，r自己参

画」型商品開発の必要性を強く認識している．

3　「自己参画」性概念モデルの構造

　3－1。「自己参画」は呉体的に何によって図られるのか．

　これまで述べてきたr自己参画」性の概念を，われわれの間題意識に立って　　　　‘

明確にしておこう・先にも述べたが，r自己参画」性は二つの行動特性から説

明できる．

　（1）生活者が生活する際，自己表現を基本とした積極的な創造活動への欲

　　　求から自己の生活バフォーマンスをいっそう高めるr個性化」の方向．

　（2）個々の多面的な生活シーンの中で自己と他との関わりを重視し，生活

682



「自己参画」型商品開発の提噌 （ユ09）

　　　　　　者が生活者間の相互のつながり・コミュニケーシ目ンを強く求める「社

・　　　　　　交化」の方向．

　　　　　この2つの方向に向けて生活者の行動・活動が行われるとき，r自己参画」

　　　　実感が高まると判断できる．そして，（1）と（2）の関係は，（1）がある程度

　　　　実現した後，その達成度が高いほど（2）の行動が相乗効果的に作用し「自己

　　　参画」が促進すると考えられる．それによって，生活者にとってのアメニティ

　　　　ーがいっそう増幅される・従って企業にとっては，この二つの方向にうまく合

　　　致する商品やサービスを提供することが重要な商品開発の戦賂として位置づけ

　　　　られる．

　　　　　なお，これまでにもソフト化社会における商品開発戦略の方向として，（1）

　　　個別対応性の高さと，（2）自己参加（実行）性という2つ注目できる方向を提

　　　唱してきた2）．本論文でのr自己参画」という概念は，この先の二つの方向を

　　　統合・精激化して一つの概念にしたものである．そこで，この個別対応性と自

　　　　己参カロ（実行）性との関連を踏まえて，r個性化」，r社交化」について若干説

　　　　明を補足しよう．

　　　　（1）「個性化」とは……

　　　　個別対応性が高まることは，対象への関わり度合が増し，いっそう自己充

　　　実・創造活動の方向と連動してい＜．企業にとっては，画一的な商品提供から

　　　抜け出し，個別対応性の高い商品提供を行い，個々の生活者の個々の生活シー

　　　　ンヘのフィヅト性の高さを増すことである．これを実現することが「個性化」

　　　　を追求することになる．

　　　　（2）「社交化」とは……

・　　　　生産・販売・瀦費シーンヘの参加性（関わりの度合）を高める方向である．

　　　　より対象への関わり方を深めるためにギャザリング（集い）を通してコミェニ

　　　　ケーシ目ンを円滑かつ充実したものにする穣極的な取り込み・支援・提案が重

　　　要となる・r社交化」の方向は，人の活動のr受動一能動」の軸とr個人一コミ

　　　　ュニケーション・ギャザリング」の軸から捉え，この2つの軸が作る「社交化

　　　面」で分析できる．
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図表3「自己参画」概念モデル

　　く画一）

　宮
　己
　充
琴個
刎老

1個別・く浴人，

く瑚〉＼

く能蛾）

（社交化面）

自己参圃

くコミュニケーションf靴、〕。

社交化

　「自己参画」概念モデルを図表3に示そう．

　一般の多面的な生活シーンを想定し，「個性化」と「社交化」の方向に向け

てr自己参画」性が次第に右前方に向けて拡大していることを表している．つ

まり，r自己参画」性が高まることは、提供される商品やサービスの内容が下

向きの「個性化」が増大する方向であって，しかも，生活者の能動性とコミ＾

ニケーシ目ン性とが増大する方向と考えられる．今後の消費・生活行動の潮流　　　・

として，このようなr自己参画」性の高まる方向に大きくシフトしていくと考

えられる．

3－2．「自己参画」性の三っのレベル

さて，「自己参画」性は，「個性化軸」と「社交化面」で表現されるが，実際
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　　　　の商品・サービス開発のための具体的な戦酪とこの「自己参画」性モデルとが

’　　どのように結ぴ付いているのか，さらにここで，このモデノレの内容についての

　　　　議論を深める必要がある．

．　　　　そこで，現在展開されている多くの商品やサービスを想定し，r自己参画」

　　　　の方向とその内容のレベルを考察した結果，「自己参画」性の具体的な展開に

　　　　は次の三つのレベルがあることを提示したい．すなわち，（1）r納得」タイプ，

　　　　（2）「創造」タイプ，（3）「成果表現」タイプの三つである．

図表4 「自己参画」性の概念的展開

画一性

能動

l1／一二瓢1展方向
　　　　　　　　　＝＝李社交化への関与

⑧　　　　　　　　　’i『自已参画性を進展させる　　　　　　　　　　　　仕掛けのプロセス

個1“

　　　　　　　　　コミュニケiション（集い）

　　　　⑧・

＼＼∫

　　　社交化

　　　　　（1）r納得」タイープは，生活者の関与があるもののそのレベルは個人的で

　　　　受動的なものが多く，個性化・社交化の程度がいまだ弱い内容のタイプである．

・　　　自分自身で評価・選択し，体験・納得するレベノレの自己参画といえる．

　　　　　（2）　「創造」タイプは，（1）のタイプのものより自己参画性が高いタイプ

　　　　である．個性化の程度も高く，さらに生活者の自己充実・創造活動を通して参

　　　　画性が高まり，その上にコミニニケーシ目ン性（社交化）も付け加わることで

　　　　生活者にとっていっそうの充実感が得られるタイプとなる．

　　　　　（3）「成果表現」タイプは，最も個性化レペノレが高くしかも杜交化も進ん
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でいるIタイプと考えられる・（2）のタイプにさらに能動的な生活者の関与が大

きくなされ，しかも，多くの人々との関わりによってより積極的な充実感が得　　　I

られる・これは，最も高い自己参画性を提供できる商品開発の方向である．

　われわれは・一1この概念モデルの構造は，従来までの商品開発に対して生産と　　　．

消費のなめらかな接点を育むための新しい視点から捉え直した，「自己参画」

型商品開発戦略のための基礎的なかつ重要な基本フレームと認識している．こ

のモデノレは生活者の行動や活動を根本的に見直した結果，企業が，「白己参画」

度合の高まる方向に即した商品開発を戦略的有効な政策とする必経性を強調し

ているものである．

　個と全体，人間と自然との調和の保たれるであろ．う未来社会「ホロニヅク社

会」への移行をにらんだソフト化社会では，企業は，人々のr自己参画」性の

高まる方向を的確に見定め，こ．の方向に即した生活パフォーマンスを高める消

費活性化の戦略としてどう具体的な商品開発を持続的に展開できるかが大きな

ポイントとなる．

　以下ではこのr自己参画」モデルのフレームに基づき実際のビジネ不ケース

の分析の一部を示し，「自己参画」型商品開発の新たな展開を指摘しよう．

4　白己参画型商晶開発の戦略展開

　4－1。概念モデルにおける3軸の特性把握

　ここでは先に示したr自己参画」性概念モデノレに基づく呉体的商品事例の分

析から，概念モデノレを構成する3軸の特性を考察しておこう．それは個々の軸

の性格を的確に理解することが，具体的戦略を策定する際の第一歩と考えられ

るからである．

　まず，日常生活における音楽活動に関わる商品・サービスの提供を考えてみ

よう．音楽活動においては，レコードを二人で聞くことから，音楽会に行くこ　　　、

と，一人で楽器を演奏すること，さらに仲間とバンドを作って演奏することま

で，生活者のいろいろな関わり方のレベルがある．これらは図表5－1のよう

に整理できよう．一人でレコート．を受動的に聞くことに比べ，みんなで主体的
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　　　　図表5－1音楽活動に関する商　図表・一・1ニチ邑アカーの展

　　　　　　　　品・サーピスの展開　　　　　　　　開

　　　　　　　　画一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画1
　　　　　　　　レコード
　　　　　　　　を聴く　　　　　　　　　　　　　　　　　画一的

…、⑧コミユ鷺シ目ン．⑱コミー一ケー漸

に演奏を楽しみ・それを発表することの方カ泊己の関わりは犬きく，より充実

した気分を楽しめるだろ1・イカ天パンド等館分達だけの音楽を能動的に創

造し・発表したいという・この生活者の自己参画欲求1こ対応した企画として理

解できる・これまで・このよ1な文化・芸術的な活動においては，どちらかと

いうと高度の技能を持つ人が自舳ナで創造活助を楽しむことや，専門知識を

持つ限られたマニァ達が受動的に文化・芸術を楽しむことが多かつた．しかし

今後は・多くの人が圭体的に活動に関与でき，さらに他の人。と集うことによ

って満足を高められるような仕掛や，そ杣こ伴う商品・サービスの提供が必要

となろう．

次に・一般的に自己参画性の高いと考えられる1ニチユアカーモデノレの例を

考えてみよう・当然・できあいの1ニガを購入することに比べ，プラモデル

ーキヅトを組立てることは，より能動的活動である．しかし市販のプラモデノレで

は・自分なりの個性化したものを作り出せる余地は小さい．そのため，自己参

画の程度はそれほど高／はない・こ汕こ対して，改造パーツ等を用意して自分

なりのミニカーが作れる1二四駆（田宮模型）は，個性化の程度も能動性もさ

らに増すため・自己参画度が飛躍的に犬きくな。ているものとして注目される

（図表卜2）・さらに・これらに関する雑誌や競技会等も開催され，コミユニ

ケーシ冒ンの場も提供されている・個性化を図ることにより能動性を増し，そ
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れとともに集いの場．を設けることでより犬きな満足を与える工夫といえる、

　さて，これらの事例を，前述の構造モデルの個性化軸と能動性，コミュニケ　　　・

一シヨン性の2轍から作られる杜交化面との関連から検討すると，以下の点を

特徴として指摘できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
①個性化がある程度実現して，初めて能動的なコ1一ニケーシ1ン活動（社

交化）が進展する．

手れは個性化をある程度実現することヵ1・生活者にと一ても企業にと一ても・

とりあえず最も手軽なことだからでもあろう・生産・流通段階の技術革新

（…，ロボヅー1），情報ネヅ1ワークの整備，商品のインテ1ジーントイヒ（AI

化），販売時点での適切な情報提供等によって個性化は比較的高い段階まで実

現されつつある。

　また，個性化と能動性の実現とは相伴って高まってい／とが多い・たとえぱ・

DIY商品では，自分で作ることによって高い個性化が実現すると共に，その

活動が積極的．能動的な自己充実活動となっている・このようにそれぞれの軸

は協奏的に高まっていくことが分かる．

　②生活者の能力を支援する技術・サーピス供与と場の提供が能動性を高める・

　能動性を高めるためには，生活者の対象への関わりが重要であり・その関わ

りをうまく保つためには，それぞれの生活者の能力に合った適度の肉体的・知

的，心理的緊張を持つ商品・サービスを提供することが必要である・このため、

には，生活者の能カを支援する仕掛が重要となる・AI化した情報機器やエキ

スバテイーズを持つアドバイザー等が要求される・たとえぱ・東急ハンズの技

能社員は素材提供と共に技術的，知的なサポー1をうま／行っている・他にも・

鯛者の技術レペルに合わせて演秦を可自巨としている電子楽器類も個性化を実

　現しつつ能動性を高めている例といえよう．

　　また，主体性の発揮しやすさは対象との接触頻度（機会）によっても決って　　、

くる．積極的な活動ができ，アクセスしやすい場の整備も能動性を高めるため

　の重要な要素である．

　　③情報の高質化と範囲の拡大がコミュニケーシ目ン性を高める．。
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　　　　コミュニケーシ冒ン性の軸の大小は，（1）そのコミュニケーションの範囲・

．　　グループの大きさ，（2）そのグノレープ内での情報の同質性（均質性），（3）コ

　　　ミュニケーシiンの同時性（対応の早さ）によって規定されてくる。また，

．　　（2）及ぴ．（3～によってコミュニケーションの質が決って・くると考えられる、

　　　従って，コミュニケーシ目ン性を高めるためには，情釦の均質化と同時性を確

　　　保するごとでコミュニケーシ冒ンの質を高めることと，その範囲を拡大してい

　　　くことと糸必要である．各種のミニコミ誌などは，情報の均質化によって情報

　　　の共有を図り，コミュニケーシ目ン性を高めている例であろう．．また，東京ド

　　　ームのような場の提供はコミュニケーシ目ンの範囲（1）を大きくすることで

　　　葉いの効果を一層高めている例である．

　　　　④コミュニケーシ冒ン性にはネットワークが犬きく関わる．

　　　　企業と消費者との双方向のネットワークを構築することがいづそうコミュニ

　　　ケーション性を高めることになる．消費者の生産や流通の場への関与が求めら

　　　れだしているのだ．当然，企業と消費者においては情報量の差も大きく，その

　　　内容も異なっているのが実情である．それゆえ企業と生活者の間での憎報の均

　　　質性が求められ，素早い対応による情報と同時性の確保も重要となる．企業と

　　　消費者の同一化を図ろうとするHEIBのユニークな活動や，企業と消費者の

　　　ネヅトワーク化を助成しようとする（株）ドゥハウス等の活動はこの好例とい

　　　える・またさらに，双方向コミュニケーションの場としての新たな試みが見ら

　　　れる各種の商業スペースの役割も今後一層増すこととなろう．

　　　　4－2。「自己参画」型商品開発の展開

　　　　前章で提示したようにr自己参画」性は，そのレベルと内容にの違いによっ　、

・　　て①r納得」タイプ，②「創造」タイプ，⑧「成果表現」タイプの3つに区分

　　　することができる一そこで企業は，自社の商品に適切な自己参画のタイプを見

　　　極わめ，それぞれに適応した効果的な戦略を立てねばならない．ここで，概念
‘

　　　モデルに基づいて幾つかの商品・サービスの展開（図表6）を踏まえて，それ

　　　ぞれの3つのタイプの関係とタイプ間を移行させるポイントは何かを考察して

　　　おこう．・
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図表6　「自己参画」佳から見た商品・サーピスの展開

＜画一）

　…
　I　l
I－
I，
I　、
’　、
，　、
’　、

1　1
7アイハン食1冒I

サポートピジネス

①各種憎I報誌
②こだわり型藺品・サーピス
③各種コーディネーター
④代行薬・家事労働軽減商品・サーピス
⑤リース、レンタル、クレジット

　　　　．シろ壬丑拶＼一『納得・llプ

　　　　ミニシアタ⊥・デイズニーランド

　　　　ニ：災遜㍗ぺ■ス

　　　　　　ー一母アイックやこン

　　　　11二菰τ’ダー州尖1創造・タイプ

　　　　’　　　・α一7700一
　　　’　　　　　　　　・サロン英会議
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜コミュニケーション　集い〉
　　　1　。リフオーム．パーアイ
　　1　　　’束急、ハンズ
　　11　　　・入ケ岳海の口別　　　　　　『成果表現」タイプ

　　　　　　　　荘の活動

く能醐〉　　　　　　　　　・イカ天パンド

　　　　　　　　　・ハンズ犬賞

a）r納得」タイプでは，生活者はオールラウンド型の商品・サーピスの購

入や多様イ旦した商品・サービス群の中から自己のこだわりにあったものを選択

することによって，自分なりの機能的な生活を実現する・この際には・なるぺ

く穣極的な活動なしに，自分にぴったり合うものが手に入れられることが望ま

れる．商品体それ自身をインテリジェント化したり，販売時点において適切な

アドバイスを行うシステムを整備することによって，対応することが有効とな

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　さらに，r自己参画」性の高い次のr創造」タイプにシフトするには，能動

的な関与が高まるように自己参画機会を増やしたり，関与を容易にするための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
サポート商品・サーピスを用意したり，情報の交流の場を設け大勢で一緒にす

ることによって満足を高めるよう工夫することが必要である。同好の士を一同

に集え，情報交換させる場を設定することが軍要となる．また，そのための積
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　　　極的なコーディネーターが不可欠となる．

．　b）「創造・タイプでは，緊張感を持続できるような工夫が必要となる．生

　　　活者の技術，知的能カの上昇に対応した緊張・負荷を持つ商品・サービスの提

．　　供も必要となる．さらに，自発的な活動を抑制することなく，外部との情報交

　　　換を十分に図ることによって・極めて高い白己参画の状態である・成果表現。

　　　タィプに移行する．

　　　　この移行においては，お亙いが研鏡する機会や発表の場を設けることが重要

　　　である．なれ合いや惰性的な状況にならないようにするためにも，コミュニケ

　　　ーシ目ンの範囲を広げ，異質な情報を持つグループを取り込むことによって新

　　　たな緊張感を創出していくことが必要となる．

　　　　C）r成果表現」タイプでは，個性的であり能動的にコミュニケーシヨンが

　　　保たれ・個と全体の調和のとれたホロニヅクといえる状況が実現されているの

　　　である．

　　　　4－3・r自己参画」型商品を効果的にするrコト」としての提供

　　　　これまでの議論の中でも何度か指摘しているが，「自己参画」性を高める商

　　　品やサービスの提供には，サブ的ではあるが重要な役割を演ずるサポートビジ

　　　ネス・商品・サービスの存在が不可欠となることを強調しておきたい．

　　　　高い自己参画を実現するためのサポー1商品・サービスは，能動性牽発揮し

　　　たり，コミュニケーションを円滑化する上で生活者を支援し，．自己参画を容易

　　　にする役割を担っている・これらをその役割から分類するとおおよそ次の5種

　　　類のものが考えられる．

　　　　①情報の共有により関わりの機会を増大するもの（eX．憎報誌，チケツトぴ

　　　　　あ等）

　　　②こだわりの生活を演出する商品・サービス（eX。ミニシアター，女性専用

、　　　　＊＊等）

　　　⑧エキスパティーズを支援する人（eX．コーディネーター，アドパイザー等）

　　　④自由な時間を創出する商品・サービス（帆各種代行業，家事労働代行サ

　　　　ービス・商品等）

691．



（118）　　　　　　　　　　一橋論撞　第104巻　第5号

　⑤利用を容易にして関わりの機会を増大させるビジネス（肌レンタル，リ

　　．一ス等）

　単一の商品・サービスの提供だけではなく，ここで示されたサポートピジネ

ス等を有機的に組み合わせることによって，生活者のr自己参画」性をより高　　　・

めることができる、つまり，商品・サービスをrコト」として評価する現代に

おいては，提供する商品・サービス同士はお互いに結び付いて初めて生活者の

望むrコト」を実現できる．その際には，それらの商品・サービス相互間で相

乗効果的に自己参画を高めるようコーディネートされることが必要なのである・

（この際，どの商品・サーピスがメインで，どれがサブであるかというこはあ

まり問題とはならない．なぜならメインかサブかはその状況に左右されるから

である．）これらの関連の理解が，今後の商品開発における最も重要なポイン

トの一つと考えられる．

　　　　　　　　　　　　　5　むすびにかえて

　現在顕在化しつつある消費者行動の「個性化」と「杜交化」の総合化の方向

と考える「自己参画」性の高い活動が，これからの市場経済活動を予測する際

に確実に重要なポイントになる．われわれは，この生活者のr自己参画」性を

実現し，より高度化し，さらに支援し得る商品・サービス・ピジネス開発に関

した基本的なフレームを提示し，若千のビジネス展開の分析も考慮にいれて・・

企業の商品開発戦略につながる議論を行ってきた。

　その内容は①r自己参画」性概念の提案，②そのフレームの基本要素として

の「個性化」と「社交化」の関係の明確化，③更にはそれらの基本要素を分析

可能なツールにするための考え方とr自己参画」性概念モデルの提示，④それ　　　一

らを踏まえた戦略事例の検討とその戦略としての有効性の示唆であった・

　　この「自己参画」型商品開発の提唱の主たる目的は，今後のソフト化社会を　　　、

　にらんだ商品・サービス開発の新たな方向を示唆すると共にそのための理論化

　と具体的戦略φ提示にある．．但し，今後社会全般で．「自己参画」性が高まる中

　では，この自己参画型商品開発の実現には多くの他の活動の充実に負うと・ころ
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　　　　が多い．例えぱ，

。　　　①コミュニケーシ目ンの場としての商業スペースの拡充

　　　　　②地域活性イビに向けた住民の主体的参｝口のあ一り方

　　　　　⑧新たな集いを模索する都市型・地域型生活去の活動

　　　　　④個と全体の調和としての企業CIの確立　　　・　、

　　　　など，直接の商品やサービスビジネスではないものの，、決して無視できない重

　　　要な課題がわれわれの研究視野に入ってくる。より広い視野からのr自己参

　　　　画」性に関する議論を通して，よりいっそうの具体的な戦略展開のための方法

　　　論の精激化が必要となる．

　なお，本論は1，2，3，を主として見目が，4，5，を山本が執筆したが，全体の構

成，内容については両者の討論を通して執筆したものである・また，本論では，r自

己参画」型商品開発の概念モデルの提示を主たる目的としていた．さらに，本小論で

は詳述しなかった重要な議論として・r自己参画」佳概念モデルを戦略上有効に展開

させるための具体的な分析手法の構築がある・これについても，既に共同研究を進行

させておりその報告は別の機会に譲ることにしたい．

1）　この議論についての前駆的な成果は以下の論文，報告を参照されたい．

（1）片岡寛・見目洋子rソフト化社会を進展させる商品創造一ホロニツクな消費杜

　会を迎えるために一」一橋論叢第101巻第5号（1989）

（2）『ソフト化社会の進展と技術革新による商品開発戦略』（研究代表者片岡寛，科

　研研究成果報告書　1989．）

（3）片岡寛ほか「ソ7ト化社会での商品像」日経消費経済フ才一ラム・会報」No．

　50－53，目経産業消費研究所（1988，τ989）

2）　われわれは，これまでにも（1）個別対応性と（2）自己参カロ（実行）性を高める

　方向の商品開発が重要な戦略であると提示してきた、それは，具体的には，次の通

　りであった．（1）個別対応性を高める方法には，A型（オールランド型），D一ユ型

　（多様化十専門的サーピス型）・D－2型（オートクチユール型）、D－3型（素材提

　供型）の4タイプがある．そして，（2）自已参加（実行）性を高める次の4タイプ，

　（a）受動一個人型（S－I型），（b）受動一集い型（S－G型），（c）能動一個人型

　（D－I型）、（d）能動一集い型（D－G型）がある（消費者シーンヘの参加性につ

　いて，人の活動を受動型一能動型，個人型一集い型（ギヤザリング性）から分析し
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ている．）．この（1）個別対応性と（2）自己参加（実行）性のタイプのいずれかあ

るいは二つを組み合わせることで，消費者にとウてはより高い消費のバフォーマン　　　。

スが得られる商品開発戦略とになることを提唱した．詳細については，前掲薔（1）

と（3）を参照して頂きたい．

最後に，本論におけるフレームの構築並びに理論の展開において多くの示唆とコメ

ントを頂いた・一橋犬学商学部教授片岡寛氏に感謝の意を表したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋犬学助手）・（千葉商科大学教授）
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